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優
れ
た
若
手
研
究
者
に
研

究
奨
励
金
を
支
給
す
る
日
本

学
術
振
興
会
の
２
０
１
６
年

度
特
別
研
究
員
（
Ｄ
Ｃ
１
）

に
、
本
学
大
学
院
か
ら
２
人

が
採
用
内
定
を
得
た
。

　
内
定
を
受
け
た
の
は
、
文

学
研
究
科
修
士
課
程
心
理
学

専
攻
２
年
次
の
杣そ

ま

取と
り

恵
太
さ

ん
と
坂
本
次
郎
さ
ん
。
指
導

教
授
は
国
里
愛
彦
准
教
授
。

　
特
別
研
究
員
制
度
は
、
若

手
研
究
者
に
対
し
て
、
主
体

的
に
研
究
課
題
等
を
選
び
な

が
ら
研
究
に
専
念
す
る
機
会

を
与
え
、研
究
者
の
養
成
・
確

保
を
図
る
制
度
。
Ｄ
Ｃ
１
は

博
士
後
期
課
程
１
年
次
相
当

に
在
学
す
る
者
が
対
象
で
、

採
用
期
間
は
３
年
。
研
究
奨

励
金
と
研
究
費
が
支
給
さ
れ

る
。
15
年
度
の
Ｄ
Ｃ
１
の
採

用
率
は
21
・
９
％
だ
っ
た
。

流
老
人
』
の
著
者
、
藤
田
孝

典
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ほ

っ
と
プ
ラ
ス
」
代
表
理
事

写
真
）。
人
間
科
学
部
社
会

学
科
の
専
門
入
門
ゼ
ミ
３
ク

ラ
ス
が
合
同
ゼ
ミ
を
１
月
13

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行

い
、
藤
田
さ
ん
か
ら
話
を
聞

い
た
。
参
加
し
た
の
は
同
学

科
（
生
活
・
福
祉
系
）
担
当

の
宇
都
榮
子
、
馬
場
純
子
、

樋
口
博
美
各
教
授
指
導
に
よ

る
ゼ
ミ
生
。

　
１
９
８
２
年
生
ま
れ
の
藤

田
さ
ん
は
、
大
学
在
学
中
か

ら
生
活
困
窮
者
を
サ
ポ
ー

ト
。
本
年
度
後
期
に
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
社
会
学
特
殊
講

義
を
開
講
、
好
評
だ
っ
た
。

　
学
生
35
人
は
事
前
に
藤
田

さ
ん
の『
下
流
老
人
』
や『
反

貧
困
』（
湯
浅
誠
著
）
を
講

読
、
貧
困
に
つ
い
て
学
ん
だ

上
で
合
同
ゼ
ミ
に
臨
ん
だ
。

　
藤
田
さ
ん
は
下
流
老
人
を

▽
収
入
が
著
し
く
少
な
い
▽

十
分
な
貯
蓄
が
な
い
▽
頼
れ

る
人
間
が
い
な
い
、な
ど「
あ

ら
ゆ
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
を
失
っ
た
状
態
」と
定
義
。

　
「
高
額
な
医
療
費
や
介
護

費
な
ど
の
支
出
が
発
生
す
る

と
想
定
外
の
貧
困
に
陥
る
。

高
齢
者
の
貧
困
は
子
ど
も
世

代
の
共
倒
れ
を
招
き
、
社
会

全
体
が
貧
困
に
覆
わ
れ
る
。

社
会
保
障
制
度
の
抜
本
的
改

革
な
ど
早
急
な
対
策
が
必
要

だ
」
と
述
べ
た
。
さ
ら
に

「
貧
困
は
見
え
に
く
い
。
社

会
全
体
が
貧
困
を
考
え
る
意

識
改
革
も
必
要
」
と
写
真
・

デ
ー
タ
な
ど
を
示
し
な
が
ら

提
言
し
た
。

　
学
生
た
ち
は
興
味
深
く
聴

き
入
り
「
社
会
保
障
制
度
の

問
題
点
を
学
ぶ
有
意
義
な
授

業
」な
ど
の
声
が
上
が
っ
た
。

植
田
秀
之
さ
ん（
１
年
次
）は

「
高
齢
者
の
貧
困
は
あ
ら
ゆ

る
社
会
問
題
に
リ
ン
ク
し
て

い
る
。日
本
は
海
外
に
比
べ
、

デ
モ
な
ど
で
訴
え
る
行
動
が

少
な
い
。
自
分
た
ち
の
問
題

と
し
て
共
有
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
」
と
貧
困
問
題
を
考

え
る
重
要
さ
を
語
っ
た
。

　
経
済
学
の
習
得
度
と
応
用

力
を
客
観
的
に
判
断
す
る
経

済
学
検
定
試
験
（
Ｅ
Ｒ
Ｅ
）

ミ
ク
ロ
・
マ
ク
ロ
大
学
対
抗

戦
で
、
専
大
チ
ー
ム
が
２
０

１
５
年
中
に
開
催
さ
れ
た
２

大
会
を
制
し
、
通
算
で
大
会

３
連
覇
を
果
た
し
た
。
ま

た
、
個
人
成
績
で
は
中
村
天

平
さ
ん
（
文
３
）
が
２
大
会

と
も
ト
ッ
プ
に
輝
い
た
。

　
Ｅ
Ｒ
Ｅ
は
特
定
非
営
利
活

動
法
人
日
本
経
済
学
教
育
協

会
主
催
で
年
２
回
開
催
。
対

抗
戦
は
ミ
ク
ロ
経
済
学
、
マ

ク
ロ
経
済
学
が
対
象
で
、
各

チ
ー
ム
上
位
成
績
者
４
人
の

合
計
点
で
順
位
を
決
定
す

る
。

　
７
月
に
23
回
大
会
が
、
12

月
に
24
回
大
会
が
開
催
さ

れ
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
主
催
の
公
務
員
試
験

講
座
か
ら
計
７
チ
ー
ム
延
べ

50
人
が
挑
戦
し
た
。
結
果

は
、
23
回
（
全
国
７
校
13
チ

ー
ム
89
人
参
加
）
で
経
済
学

検
定
演
習
講
座
Ａ
チ
ー
ム

（
９
人
）
が
２
位
に
５
０
０

点
の
大
差
を
つ
け
て
優
勝
。

24
回
（
12
校
28
チ
ー
ム
１
８

８
人
参
加
）
も
ハ
イ
レ
ベ
ル

コ
ー
ス
Ａ
チ
ー
ム
（
８
人
）

が
制
し
た
。
専
大
チ
ー
ム
は

14
年
の
22
回
対
抗
戦
も
優
勝

し
て
お
り
、
３
連
覇
を
達
成

し
た
。

　
個
人
賞
で
は
中
村
天
平
さ

ん
を
筆
頭
に
、
中
村
友
哉
さ

ん
（
経
営
３
）、
古
郡
拓
也

さ
ん
（
同
）、
山
崎
亮
さ
ん

（
経
済
３
）
が
ト
ッ
プ
４
に

食
い
込
ん
だ
。

　
両
大
会
の
優
勝
メ
ン
バ
ー

は
２
月
19
日
、
矢
野
建
一
学

長
に
結
果
を
報
告
。「
今
後

と
も
勉
強
に
い
そ
し
ん
で
く

だ
さ
い
」
と
激
励
さ
れ
た
。

　
中
村
天
平
さ
ん
は
「
１
年

次
生
の
冬
か
ら
Ｅ
Ｒ
Ｅ
に
挑

戦
し
て
い
る
が
徐
々
に
点
数

が
上
が
っ
て
い
く
の
が
面
白

い
」
と
笑
顔
。
古
郡
さ
ん
は

「
Ｅ
Ｒ
Ｅ
が
ゴ
ー
ル
で
は
な

い
が
、
自
分
の
実
力
が
目
に

見
え
る
形
で
わ
か
る
の
で
自

信
に
つ
な
が
る
」
と
話
す
。

▲　プロジェクトに参加した現ゼミ生の代表者たちと畑山さん（右端）

「
読
み
や
す
く
美
し
い
日
本

語
で
書
か
れ
て
い
る
」
と
読

者
か
ら
賛
辞
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。

　
ア
メ
リ
カ
東
部
メ
リ
ー
ラ

ン
ド
州
に
「
奴
隷
」
と
し
て

生
ま
れ
た
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ

リ
カ
人
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ダ

グ
ラ
ス
（
１
８
１
８
〜
１
８

９
５
）
は
、
艱か

ん

難な
ん

辛し
ん

苦く

の
な

か
で
読
み
書
き
を
習
得
し
、

「
人
間
と
し
て
生
き
る
」
こ

と
を
知
る
。

　
20
歳
で
「
奴
隷
」
の
境
遇

か
ら
、
命
が
け
で
２
度
目
の

逃
亡
に
成
功
。
そ
の
後
、
解

放
運
動
に
生
涯
を
捧
げ
た
。

１
８
４
５
年
に
世
に
出
た
本

▼　矢野学長（前列中央）と専大チームのメンバー

書
に
は
生
い
立
ち
か
ら
逃
亡

ま
で
が
、「
奴
隷
」
た
ち
や

所
有
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
と
と
も
に
緻
密
に
描

か
れ
て
い
る
。

　
樋
口
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
は

「
ア
メ
リ
カ
社
会
を
歴
史
か

ら
考
え
る
」。
ア
メ
リ
カ
の

人
種
問
題
を
考
え
る
上
で
、

本
書
は
「
き
わ
め
て
重
要
な

自
伝
」（
樋
口
教
授
）
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
ゼ
ミ
で
２
０

０
９
年
に
史
料
教
材
と
し
て

講
読
す
る
と
と
も
に
翻
訳
を

開
始
。
ゼ
ミ
生
た
ち
は
熱
心

に
取
り
組
ん
だ
。

　
ゼ
ミ
生
に
は
英
語
の
得
意

・
不
得
意
も
あ
っ
た
が
、
全

員
で
話
し
合
い
を
重
ね
て
考

察
を
深
め
た
。
翻
訳
作
業
と

訳
注
は
後
輩
に
受
け
継
が

れ
、
14
年
秋
に
終
了
。
そ
の

成
果
は
、
専
修
大
学
歴
史
学

会
の
会
誌
『
専
修
史
学
』
に

２
０
１
０
年
か
ら
５
回
に
わ

た
っ
て
掲
載
さ
れ
て
き
た
。

　
15
年
春
、
ま
と
め
て
出
版

す
る
話
が
持
ち
上
が
り
、
本

年
度
３
年
次
生
が
中
心
と
な

っ
て
全
翻
訳
と
全
訳
注
を
見

直
し
、
出
版
作
業
に
取
り
か

か
っ
た
。
新
た
に
「
訳
者
ま

え
が
き
」
と
「
訳
者
あ
と
が

き
」、「
索
引
」
も
加
え
た
。

こ
の
翻
訳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

関
わ
っ
た
ゼ
ミ
生
は
卒
業
生

も
含
め
て
52
人
に
の
ぼ
る
。

　「
信
念
を
持
っ
て
自
由
を

求
め
続
け
た
ダ
グ
ラ
ス
の
不

屈
の
精
神
。
初
志
を
貫
徹
し

た
力
強
さ
…
…
そ
の
人
柄
や

思
い
が
詰
ま
っ
た
自
伝
で

す
」
と
語
る
の
は
朴
洵
利
さ

ん
（
文
３
）。
副
ゼ
ミ
長
で

本
書
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ

て
班
長
を
務
め
た
。

　「
正
確
な
訳
は
も
ち
ろ
ん
、

読
み
や
す
く
仕
上
げ
る
こ
と

に
気
を
配
っ
た
」
と
振
り
返

る
の
は
、
09
年
当
初
の
ゼ
ミ

生
で
卒
業
後
も
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
関
わ
り
続
け
た
畑

山
慎
哉
さ
ん
（
平
25
文
）。

　
労
作
が
活
字
に
な
っ
た
喜

び
は
歴
代
ゼ
ミ
生
全
員
が
共

有
す
る
。
ゼ
ミ
長
の
小
畑
悟

さ
ん
（
文
３
）
は
「
先
輩
か

ら
受
け
継
い
だ
努
力
の
成
果

が
形
に
な
っ
た
。
得
が
た
い

経
験
で
す
」
と
話
す
。

　
明
治
時
代
の
同
時
期
に
東

京
・
神
田
に
所
在
し
た
私
立

法
律
学
校
を
ル
ー
ツ
と
す
る

本
学
な
ど
の
大
学
史
担
当
者

が
共
同
研
究
の
成
果
を
発
表

す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
１
月

28
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

あ
っ
た
。
学
校
の
誕
生
か
ら

教
育
内
容
、
各
校
の
競
争
と

協
力
な
ど
多
角
的
な
視
点
か

ら
実
態
に
迫
っ
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
明
治

期
私
立
法
律
学
校
の
連
携
と

対
抗
」
と
題
し
、
本
学
の
ほ

か
法
政
、
明
治
、
中
央
、
日

本
の
５
大
学
で
つ
く
る
法
律

学
校
研
究
会
な
ど
の
主
催
。

　
私
立
法
律
学
校
は
、
１
８

８
０
（
明
治
13
）
年
に
東
京

法
学
社
（
現
法
政
大
）
と
専

修
学
校
（
現
専
修
大
）
が
開

校
。
以
降
、
85
年
ま
で
に
創

立
さ
れ
た
明
治
法
律
学
校

（
現
明
治
大
）、
東
京
専
門

学
校
（
現
早
稲
田
大
）、
英

吉
利
法
律
学
校
（
現
中
央

大
）
が
五
大
法
律
学
校
と
い

わ
れ
る
。
さ
ら
に
89
年
に
は

日
本
法
律
学
校
（
現
日
本

大
）
が
開
校
。
ほ
と
ん
ど
が

神
田
周
辺
に
学
舎
を
構
え

た
。

　
法
律
学
校
研
究
会
は
、
来

歴
が
似
て
い
る
各
校
の
比
較

研
究
や
史
料
の
共
有
化
な
ど

を
目
的
に
共
同
研
究
に
着

手
。
２
０
１
３
年
、
科
研
費

の
基
盤
研
究
に
採
択
さ
れ

た
。
各
大
学
が
所
有
す
る
明

治
時
代
の
史
料
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
進
め
、
14
年
１
月
に
は

共
同
で
展
示
会
を
開
催
し

た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
本
学

大
学
史
資
料
課
の
瀬
戸
口
龍

一
課
長
（
総
務
部
次
長
）
が

五
大
法
律
学
校
の
連
携
に
つ

い
て
報
告
。
１
８
８
８
年
に

は
連
合
討
論
会
が
開
催
さ

れ
、
多
く
の
観
客
を
集
め
、

雑
誌
も
刊
行
さ
れ
た
。「
明

治
中
期
に
こ
の
よ
う
な
連
携

を
可
能
に
し
た
学
校
群
は
法

律
学
校
以
外
に
な
く
、
い
か

に
社
会
的
要
請
が
高
か
っ
た

か
を
示
す
事
例
と
い
え
る
」

と
指
摘
し
た
。

　
ま
た
本
学
法
学
部
の
坂
誥

智
美
准
教
授
が
地
方
の
法
律

学
校
の
例
と
し
て
会
津
法
律

学
校
に
つ
い
て
基
調
講
演
し

た
。

　
高
齢
者
、
年
金
生
活
者
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
た
『
下

　
「『
人
間
と
し
て
生
き
る

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
』
を

問
い
か
け
て
く
る
こ
の
本
を

多
く
の
人
に
読
ん
で
ほ
し

い
」

　
文
学
部
歴
史
学
科
の
樋
口

映
美
ゼ
ミ
の
メ
ン
バ
ー
が
、

19
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

（
以
下
ア
メ
リ
カ
）
の
奴
隷

解
放
運
動
活
動
家
の
半
生
を

つ
づ
っ
た
自
伝
を
翻
訳
、
１

月
に
出
版
し
た
。
タ
イ
ト
ル

は
『
ア
メ
リ
カ
の
奴
隷
制
を

生
き
る
｜
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・

ダ
グ
ラ
ス
自
伝
』（
彩
流
社

・
本
体
１
８
０
０
円
＋
税
）
。

　
ゼ
ミ
の
先
輩
か
ら
後
輩
に

受
け
継
が
れ
、
出
版
ま
で
６

年
と
い
う
労
作
。
樋
口
教
授

の
元
に
は
「
ア
メ
リ
カ
史
の

古
典
と
も
言
う
べ
き
重
要
な

史
料
が
身
近
に
な
っ
た
」

「人間として生きる」とは
アメリカ 奴隷解放活動家の自伝▲

文
・
樋
口
映
美
ゼ
ミ
　

６
年
か
け
翻
訳

日
本
学
術
振
興
会
16
年
度

特
別
研
究
員
に
２
人
内
定

杣取恵太さん

坂本次郎さん

専
大
チ
ー
ム
が
３
連
覇

経
済
学
検
定
試
験
大
学
対
抗
戦

「明治期私立法律学校の連携と対抗」シンポ

専大など
５ 大 学共同研究の成果を発表

『
下
流
老
人
』著
者

貧
困
問
題
を
語
る

社
会
学
科
専
門
入
門
ゼ
ミ

▲　坂誥准教授による基調講演


